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１．概要（Summary） 

単一のカーボンナノチューブが光双安定性を示すこと

を、様々な離調での励起パワー依存性を詳しく調べること

で明らかにした。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置、クリーンドラフト潤沢超純

水付、高速シリコン深掘りエッチング装置、ステルスダイサ

ー 
【実験方法】 

電子線描画により Si ウエハにトレンチのパターン

描画し、ICP ドライエッチィングを行うことでトレン

チを形成する。クリーンドラフトにおける薬品処理に

よりレジストを除去する。その後、触媒のパターンを

電子線描画により形成し、ステルスダイサーによって 5 
mm 角のチップに分割する。CVD プロセスによりカー

ボンナノチューブを成長させ、完成したサンプルに対

し光学測定を行う。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
作製した架橋カーボンナノチューブを窒素雰囲気下に

置き、共焦点顕微鏡を用い蛍光観察を行った。その結果、

励起強度が比較的強い領域において、Fig. 1 に示すよう

光双安定性を示すことがわかった。 
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Fig. 1 Excitation power dependence  

of PL energy and linewidth 


